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グリーンビレッジ安行は 

 明るく暖かい雰囲気の中で 

  リラックスできる環境を提供します 
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能登半島地震における介護ボランティア 

介護医療院恵寿鳩ケ丘 支援プロジェクト 

～活動内容及び支援を通して感じたこと～ 

介護医療院恵寿鳩ケ丘では発災後3か月が経過しており、インフラは復旧していまし
た。施設は通常運営に近い状況であり、中止されていた通所も週2回ではありますが再
開となっていました。しかし、職員の生活はいまだ落ち着かない状況が続いており、
避難所や仮設住宅から出勤している職員、高齢者との同居を理由に半壊した住宅で生
活を継続する職員が多く在籍していました。 

被災して大変な状況の中、たくさんの感謝の言葉をいただきました。支援者は帰れば
普通の生活に戻ります。被災の苦しみや悲しみは、実際に被災された方たちしか分か
らないかもしれません。支援活動は自分自身のエゴかもしれないという想いがなかっ
たとは言えません。しかし、全国から支援に来ているというこうした事実が被災者の
皆様への勇気づけになるのだと実感しました。自分たちは決して一人ではないという
ことを信じて、明るい未来に向かって生きていっていただきたい。被災地ではまだま
だ支援を必要としています。この震災を風化させないためにも被災地の現状や被災者
の生活を伝えていくことが求められており、重要な役割であると考えます。私たちも
可能な限り関りを持っていくことが必要であり、またそのことがひいては自分たちの
地域や施設の防災を考える上でも重要であると感じました。 

TMGグループでは地域に求められる役割を果たすべくBCP（災害時事業継続計画）を
策定し、各施設で検証と見直しを取り組んでいます。施設内で情報共有し、定期的に
訓練を実施すること。職員への教育機会を設け、防災意識を高めていく取り組みを今
後も行っていきたいと思います。               介護福祉士 須田 
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5月・6月は『デコパージュ』 
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第62回 戸田中央メディカルケアグループ学会 

コロナ禍での制限開始以降、初めて外部ボランティアを受け入れました。   

埼玉県草加市を拠点に活動する「ほおずき連」の演舞を鑑賞し、ご利用者も歌や

踊りで参加したり、多くの拍手や声援で盛り上がりました。高円寺阿波踊りや神

楽坂まつりにも参加する本格的な演舞は迫力があり、子供たちの可愛らしい姿を

間近で見ることができ、大変好評でした。これを機にボランティアの     

受入れを再開し、余暇活動や社会交流が充実していくよう取り組んで     

いきます。                    支援相談室 髙橋  

阿波踊りの演舞鑑賞 

毎年、利用者様へのケアの向上や職場環境の向上

のために研究に取り組んでいます。      

5月21日昨年度の研究発表を行いました。研究

テーマは「介護老人保健施設職員のワークライフ

バランスに関する現状と課題」です。       

近年では仕事を一生懸命行い、家庭生活を犠牲に

するのではなく、仕事も家庭もバランスよく行い

満足度の高い生活を送る、ということが国からも

推奨されています。                  

ぜひ「ワークライフバランス」について調べてみ

てください。        介護部 後藤    


